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中山間地域フォーラム・中山間地域研究会 （2021.5.18）

多様な「半農半Ｘ」の
展開と可能性

～新しい農村政策との関係で～
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【プログラム】

18:30 開会
進行：副会長 小田切徳美（明治大学農学研究科長）
開会挨拶 副会長 村田泰夫（ジャーナリスト）
18:40 現場からの報告
１．岡山発・半農半Ｘのいまとこれから
NPO法人英田上山棚田団理事 水柿大地 氏

２．記者から見たパラレルノーカーの可能性について
日本農業新聞社北海道支所次長 尾原 浩子 氏

19:45 コメント 半農半Ｘの意義と農政上の位置づけ
法政大学現代福祉学部教授 図司直也 氏

19:55 ディスカッション
20:30 閉会
閉会挨拶 会長 生源寺眞一（福島大学食農学類長）
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【解題】

1．「半農半X」の２面性
①ライフスタイルとしての「半農半X」
②農（林）業担い手としての「半農半X」

２．新しい農村政策における位置づけ
・上記２面性を位置づけている
・産業政策と地域政策の「車軸」としての位置づけも
（農村政策の「補助輪」から「両輪化」する役割）

３．論点
①多様な「半農半X」の共通する性格（特に「農」）論点①

②持続可能性確保のための政策 論点②
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農水省資料より引用


